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【事例５】西京銀行（山口県） 

～企業視察と観光を組み合わせた定住人口増加施策～ 
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西京銀行の取組みに関し、西京銀行、山口県、株式会社 JTB 中国四国、株式会社カシワ

バラ・コーポレーション、および広島経済大学の声をご紹介する。 

【事例５】西京銀行（山口県） ～企業視察と観光を組み合わせた定住人口増加施策～ 

 西京銀行は、山口県との共催により、2015 年９月８日から９月 10 日の３日間、全国の大

学生を対象とした山口県内の企業視察と観光を組み合わせたツアー「若旅inやまぐち2015」

を開催した。同ツアーは、山口県内における観光と県内企業の視察を同時に行うことで、

県内交流人口の増加、就労・定住の促進および観光市場の活性化等を企図したものである。

なお、「若旅 in やまぐち」は、広島経済大学が設置している「興動館教育プログラム」

において、同大学の学生が発案した「若旅促進プロジェクト」から着想を得たものであり、

2013 年９月に、県内企業、中国運輸局、山口県、各大学、および株式会社 JTB 中国四国と

連携した第１回目のツアーが催行されて以来、毎年実施されている。 

 

＜取組みの概要＞ 

・西京銀行が中心となり、訪問企業の選定や関係者との調整等を実施。 

・第３回目の開催となった「若旅 in やまぐち 2015」は、第２回目までとは異なり、県内を

東西に分けて２コースを用意したほか、行程に農業法人における就農体験を加えるなど

の工夫を行った。また、参加者の満足度を高めるため、事前に広島経済大学の学生と訪

問候補先の視察を行った。 

 

＜成果＞ 

・参加した学生の中から、訪問企業への就職者および内定者が生まれている。また、参加

大学において「若旅 in やまぐち」が周知されたこと等をきっかけに、参加していない学

生の中からも内定者が生まれている。 

・2014 年、若者旅行振興への取組みとして、観光庁の第２回「若者旅行を応援する取組表

彰」において「奨励賞」を受賞したほか、都市と農村漁村を往来する新たなライフスタ

イルの普及や定着化を図る活動として、農林水産省の「オーライ！ニッポン大賞」にお

いて「フレンドシップ賞」を受賞した。 

 

株式会社瀬戸内ジャムズガーデンにおける    訪問先の株式会社長府製作所における見学の様子 

就農体験の様子  
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山口県周南市に本店を置く西京銀行は、山口県全体の活性化に向けて、地域に密着し、

様々な独自性のある企画を実行に移していく「地域連携部」を中心として地方創生に向け

た活動を推進している。例えば、ソーシャルビジネスに特化した、S1 グランプリ（地域社

会課題解決ソーシャルビジネスアイディアプランコンテスト）のほか、医療・介護分野に

特化した支援や、海外向けビジネスセミナーの開催などその業務領域は多岐にわたる。 

 こうした取組みのうち、今回は、企業視察と観光を組み合わせた地域活性化に向けた取

組みである「若旅 in やまぐち」について、地域連携部で本プロジェクトに携わっている赤

井係長にお話を伺った。 

 

―「若旅 in やまぐち」の目的は。 

 もともとは、若者の旅行離れを防ぐことを

目的に、広島経済大学の学生が、「観光プラス

就活」という切り口でツアーを発案し、同大

学と中国運輸局が連携してスタートした「若

旅促進プロジェクト」が始まりです。    

そして、同プロジェクトについて広島経済

大学の学生による旅行会社向けのプレゼンテ

ーションに、日頃からつながりがある同大学

の川村教授（キャリアセンター部長）の呼び

かけを受けて当行が同席していました。事業

性が乏しく商品化は難しいレベルでしたが、

若者が山口県に訪れ、就職につながれば定住

人口の増加、ひいては地域活性化にも結び付

くと思い、若旅の山口県版として「若旅 in や

まぐち」を始めることにしました。産学公金

の取組みであり、最終的には収益事業として

成立させることが目標です。 

 

―「若旅 in やまぐち」における貴行の役割は。 

 訪問企業の選定、工程の作成、スケジュー

ル調整および運営費の一部負担を含め、企画

全体のコーディネートを行っています。 

 企画を開始した当時は、学生と一緒に旅行

業法を一から学ぶなど、JTB 中国四国と協力

して商品化に結び付けるまで苦労もありまし

た。 

 

―「若旅 in やまぐち」において貴行が実施し

ている工夫は。 

2015年には広島経済大学の学生と視察旅行

を重ね、観光ルートの魅力を高める工夫をし

ました。   

また、従来は県全体でひとつのツアーでし

たが、山口県を東西に分けて２つのツアーに

することで効率的に観光地や企業を回ること

ができるように工夫しました。 

今後も、参加対象の学生を理系・文系に分

けたり、女性限定とするなど様々なバリエー

ションが考えられると思います。 

また、ツアーを魅力的にするためには学生

の知恵が非常に重要であると感じます。学生

西京銀行 

本店所在地 ：山口県周南市平和通１丁目 10-２ 

設 立   ：1930 年 11 月 17 日 

預金残高  ：１兆 1,382 億円（譲渡性預金を除く） 

貸出金残高 ：8,592 億円 

従業員数  ：740 名（平成 27 年３月 31 日現在） 

店舗数   ：本支店（店舗内を除く）44（山口県 39、福岡県３、広島

県２）、出張所（店舗内を除く）１（山口１） 

ＵＲＬ   ：http://www.saikyobank.co.jp/ 

（2015 年９月末現在）
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の意見をしっかり盛り込めるよう、大学とは

一層連携を強化していきたいと考えています。 

 

―「若旅 in やまぐち」で訪問する企業の選定

基準は。 

 まず、県内の優良な「オンリーワン企業」

であること、大学生の採用に前向きなことが

前提条件です。また、財務内容に加えて、日

頃お取引する中で感じる企業の雰囲気や経営

者のお人柄等を総合的に勘案して決定してい

ます。銀行が企業を選ぶことで参加者の学生

にとっては安心感があると思います。 

 

―「若旅 in やまぐち」の実績は。 

 毎回 25～30 名の参加者で推移しています。

就職活動を控えた学生だけでなく、他学年か

らの参加も見られます。2013 年のツアーに参

加した学生のち、実際に訪問先企業や当行へ

就職した方もいます。 

また、2014 年には、観光庁から、若者旅行

振興への取組みとして、第２回「若者旅行を

応援する取組表彰」において「奨励賞」を受

賞したほか、農林水産省から、都市と農村漁

村を往来する新たなライフスタイルの普及や

定着化を図る活動として「オーライ！ニッポ

ン大賞」において「フレンドシップ賞」を受

賞しています。 

 

―訪問先企業からの「若旅 in やまぐち」の評

判は。 

企画の趣旨に賛同いただいた企業からは協

賛金３万円をいただいて運営しているため、

協力関係を構築できていると思います。また、

ツアーの催行後は学生からの感想等をまとめ

て企業側にフィードバックする取組みも行っ

ています。そのため、企業側からは学生の視

点からどのように自社が見られているか、客

観的に捉えることができるためメリットを感

じていただいています。 

また、近年の就職市場は売り手市場で、企

業にとって優秀な学生に早期に接触したいと

いうニーズが高まっています。そのため、若

旅の企画に参加したいと地元企業から依頼さ

れるケースも増えています。 

 

―「若旅 in やまぐち」の課題は。 

集客が課題です。現在は山口県内や近隣県

からの参加がメインであり、関東や関西の学

生による参加が少ないのが現状です。周知不

足もありますが、山口県への往復交通費が高

額である点がネックになっていると思います。 

 

―関係機関との連携を維持・深化していくう

えで日頃から取組んでいることは。 

 産学公金の連携を意識的に進めています。

その中で、銀行はファイナンスのプロである

ため、様々な支援をしますが、専門性の高い

事業計画や製品開発について疎い部分がある

ため、他機関との連携が重要となります。 

例えば、大学と連携して専門分野の教授と

事業計画等の検討を行うほか、商工会議所と

連携してセミナーや創業塾も開催しています。 

また、創業グランプリ（通称 S1 グランプリ）

を開催し、審査員として取引先の企業を招き、

創業企業とビジネスマッチングの機会を提供

して関係を強化しています。 

（2015 年 11 月 24 日） 
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山口県は、今後の県政運営の指針となる「元気創出やまぐち！未来開拓チャレンジプラ

ン」を 2015 年３月に策定している。このチャレンジプランの目的は、人口減少・少子高齢

化社会に対応し、「活力みなぎる山口県」を実現していくことで、プランに沿った様々な地

域活性化策を推進している。 

今回は、西京銀行と共催しているツアーである「若旅 in やまぐち」について、商工労働

部労働政策課の原田主幹、商工労働部観光振興課観光企画班の池田主幹、総合企画部政策

企画課政策班の深見主査にお話を伺った。 

 

―「元気創出やまぐち！未来開拓チャレンジ

プラン」で定めている人材活力総合戦略「み

んなが活躍できる地域社会の実現プロジェク

ト」とは。 

山口県では、女性をはじめ、若者、高齢者、

障害者など多様な人が地域において、いきい

きと活躍することができるよう、仕事と子育

て等を両立できる環境づくりや雇用の場の確

保、文化・スポーツの振興など、みんなが活

躍できる地域社会の実現を推進するため、こ

のプロジェクトを策定しています。 

山口県が抱える最重要課題である人口減少

の流れに歯止めをかけ、活力みなぎる山口県

を実現するためには、本県の将来を担う若者

が、県内に就職し定着できるよう、しっかり

と支援していくことが重要です。 

そこで、重点施策のひとつに、「若者を中心

とした雇用の場の確保」を掲げ、高校生や大

学生等、若者の就職を支援するとともに、新

規立地・拡大投資を促進することで雇用の場

を拡充し、若者の県内定住の促進を図ってい

ます。 

このため、様々な施策を推進しており、若

者に対するイメージアップにつながる県内中

小企業の魅力情報発信機能、機会の充実・強

化に努めています。その取組みのひとつが、

「若旅 in やまぐち」のツアーです。 

 

―「若旅 in やまぐち」の取組みに対する評価

は。 

 学生が県内の就職先を選ぶ際に、認知度の

観点から、選択肢が官公庁や銀行、大手企業

に限られているのが現状です。こうした中、

県内企業を訪問するとともに、県内の観光地

を訪れる「若旅 in やまぐち」は非常によい取

組みだと思います。また、県が単独でバスツ

アーを開催するよりも、連携した方が効果的

な取組みになると考えており、「若旅 in やま

ぐち」の共催（2014 年までは後援）をしてい

ます。 

 

―「若旅 in やまぐち」において、県外の学生

を呼び込むうえで工夫している点は。 

 関西圏の大学と個別に協定を結んでいるの

で、そのネットワークを活用してイベントの

周知を行い、参加者の増加を図っています。 

 

―地方創生において重要と考えるポイントは。 

 労働政策の観点からは、人を呼び込むこと

が地域活性化のためには不可欠です。山口県

山口県 

総面積  ：6,114 ㎢ 

人 口  ：約 140 万人 

世帯数  ：603,124 世帯 

ＵＲＬ  ：http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/ 

（2015 年 12 月現在）
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の場合、約７割が県外の大学へ進学し、就職

時にも約７割は県外へ出ていってしまいます。

そのため、県内の学生にとどまってもらうこ

とも大切ですが、県外の学生に働きかけて U

ターンや I ターン等を促すことも非常に重要

です。 

 

―学生の県内就職者の増加に向けた課題は。 

 県内にも社員を募集している有力な企業が

あることを、まず学生や保護者に知っていた

だくことが必要だと思います。また、大学の

キャリアセンターのスタッフが企業訪問を行

い、知見を深めることで、県内大学の学生に

地元企業への具体的な就職アドバイスができ

るようにすることも支援につながると思いま

す。 

 一方で、県外に出た学生については、就職

活動等で山口県へ移動する際の交通費が課題

になっていると思います。例えば、福岡県や

広島県であれば物理的にも山口県の就職情報

を収集しながら就職活動しやすいですが、関

東や関西の大学に進学した学生にとっては情

報面でも費用面でもネックとなり、インター

ンシップへの参加や U ターン就職等が増加し

ない要因になるので課題になっていると思い

ます。 

 

―地方創生に関するその他の主な取組みは。 

 全国各地で地方創生に向けた動きが活発に

なっていますが、すでに山口県も県内金融機

関と地方創生に向けた包括連携協定を締結

（西京銀行とは 2015 年４月に締結）して活動

をしています。このほか、COC プラス事業を

推進している大学や、地域活性化のために活

動している民間企業との連携も進めています。

今後も金融機関等と協力して地方創生を推進

していきたいと考えています。 

 （2015 年 11 月 25 日） 
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株式会社 JTB 中国四国は、商圏内の魅力ある観光資源を開発し、JTB グループのネットワ

ークを活用して「人」や「モノ」の交流を創出し、地域内における様々な産業の活性化に

貢献している。 

「若旅 in やまぐち」の取組みについて、徳山支店の平田課長にお話を伺った。 

 

―「若旅 in やまぐち」に対する最初の印象は。 

企業訪問と観光地巡りを兼ね合わせている

取組みであり、従来の旅行業界にはない斬新

なアイデアだと思いました。 

一方、当社は観光ツアーのノウハウは豊富

にあるものの、肝となる企業訪問については

具体的な中身がわからず、ツアーの組成をす

るうえで不安な点もありました。この点に関

しては、西京銀行に日頃の取引関係を生かし

て主導してもらい、懸念は払拭できました。 

このほか、いかに学生にツアーの魅力を訴

求していくのかが課題だと思いました。その

ため、観光ルートの見直しや、農業など体験

型のイベントを織り交ぜることで着地型の旅

行ツアーになるよう工夫しました。 

 

―「若旅 in やまぐち」の取組みに対する評価

は。 

企業訪問は西京銀行が構築しているネット

ワークが生かされており、独自性があります。

県外の学生にとっては就職活動を抜きにして

も、山口の観光地や企業を知るよい機会にな

るほか、人脈作りにもつながると思います。 

2015年には西京銀行の提案で山口県を東西

に分けて２つのツアーを開催したことでバリ

エーションも広がってよりよくなっています。 

一方、学生の集客という観点で依然として

課題も残っていると思います。ツアーを増や

すと参加者が分散するため、従来よりも早く

ツアー内容を告知するなど、積極的に学生へ

アプローチを行い、多くの学生を集める必要

があると思います。 

 また、関西の大学を中心に就職課を通じて

プロモーションを行っていますが、近年はSNS

という学生に身近なネットワークがあるため、

それを積極的に活用することでツアーの魅力

を PR することが効果的だと思います。 

このほか、当社としても、販売促進だけで

なく、ツアーの認知度向上に向けたツールを

作る必要があるかもしれません。 

  

―貴社が「若旅 in やまぐち」に参画するメリ

ットは。 

 当社は「旅行事業」と「交流事業」を手掛

けており、交流事業で顧客ターゲットを広げ

る取組みを進めています。これは、収益性だ

けにとらわれず、各地域の皆様の課題を旅の

力で解決するという使命を持って取り組んで

いるものです。 

「若旅 in やまぐち」の場合、地元の法人で

ある西京銀行とパートナーシップを組んで、

地元企業への就職促進による定住人口の増加

や、観光地への来客数増加により交流人口の

拡大にも結び付くため意義が大きく、大切に

株式会社 JTB 中国四国 

本社所在地  ：広島県広島市中区紙屋町２-１-22 広島興銀ビル 11 階

設 立   ：2005 年８月 22 日 

資本金   ：２億円 

従業員数  ：849 名 

ＵＲＬ   ：http://www.jtbcorp.jp/jp/jtb_group/jtbcs/ 

（2015 年１月現在）
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していかなければならない事業です。 

 

―地方創生に向けて銀行に期待することは。 

 当社は、中国銀行などの地域金融機関と包

括連携協定を結んで、金融機関が持つ地元企

業等とのパイプと、当社が持つ旅のツールを

活用して地域に人を呼び込む事業を進めてい

ます。また、西京銀行の地域連携部とは、地

元の農産物や特産品を国内外に PR する連携

事業も行っています。 

 今後、着地型の観光ツアーをブラッシュア

ップして、より地元への定住に結び付くよう

なツアーを西京銀行と催行する構想もあり、

連携を一層緊密にして地域活性化を進めてい

きたいと思っています。 

 （2015 年 11 月 24 日）

 

 

 

 

 

 

西京銀行が作成した「若旅 in やまぐち 2015」のチラシ① 
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山口県岩国市に本社を置く株式会社カシワバラ・コーポレーションは、「若旅 in やまぐ

ち」に第１回から協賛企業として参加している。同社は、創業以来、「塗装」を軸とした事

業を展開し、産業インフラの維持・保全を行うほか、独自の技術開発にもチャレンジして

いる。技術開発から施工ノウハウまでの工程全体において高い総合力を保有し、岩国基地

や種子島宇宙センターの設備塗装等を担うなど豊富な実績を持ち、塗装工事業完工高にお

いて全国 No.１のシェアを誇っている。 

「若旅 in やまぐち」について、経営戦略室人事グループで採用担当を務める加藤氏にお

話を伺った。 

 

―「若旅 in やまぐち」への参加依頼を受けた

時の印象は。 

 初めてお話をいただいたときは、非常に面

白い企画だなという印象が強く、すぐチャレ

ンジしてみようと思い、参加を決めました。 

 

―「若旅 in やまぐち」への参加後の印象は。 

 各地域の企業にとって、就職活動を控えた

学生に対して自社の情報を発信する機会は限

られているため、いかに自社の PR を行うのか

が大きなテーマです。そのため、「若旅 in や

まぐち」は、業務内容や会社の雰囲気を知っ

てもらうよい機会となっています。 

 「若旅 in やまぐち」では、当社柏原会長か

らの挨拶や現場の見学のほか、昼食会を主催

しています。昼食会は、食事をとりながら気

軽に率直な意見交換ができるため、当社と学

生の双方にメリットがあると考えています。 

また、「若旅 in やまぐち」に参加した学生

が、参加していない学生を採用選考に連れて

来てくれたこともあり、その効果を感じてい

ます。 

―西京銀行に今回の取組みで期待することは。 

 企業側の都合だけで考えると、ツアー参加

者の対象を大学生全体とするのではなく、例

えば就職活動を控えた理系学生に限定するよ

うにした方が効率的に就職のマッチングはで

きると思います。 

また、現在は年に１回ですが、時期をずら

して女性限定ツアーや理系限定ツアーを催行

するなど、複数回実施することで、特色を持

たせてもよいかもしれません。 

  

―地方創生において重要と考えるポイントは。 

当社が採用活動時に単独でインターンシッ

プを募集しても１名しか学生の応募がないこ

ともありました。 

地方の企業にとって、学生を集めることの

難しさを実感しており、対外的な情報発信は

大きな課題だと感じます。 

 

―「地方創生」に当たり、金融機関に期待す

ることは。 

個々の企業では情報発信に限界があるので、

株式会社カシワバラ・コーポレーション 

本社所在地 ：山口県岩国市山手町一丁目５番 16 号 

創 業   ：1949 年３月 

資本金   ：２億 5,010 万円 

従業員数  ：690 名 

事業概要  ：大規模プラント設備および橋梁等の塗装工事等 

ＵＲＬ   ：http://www.kashiwabara.co.jp/ 

（2015 年 10 月現在）
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銀行がそれをサポートする取組みが増えれば

よいと思います。 

また、西京銀行が「若旅 in やまぐち」の企

画を持ちかけてくれたように、各金融機関が

地域の特性に応じて、企業にメリットのある

面白い企画を積極的に持ってきていただけれ

ば、地方創生につながっていくと思います。 

 （2015 年 11 月 24 日）

 

 

 

 

 

西京銀行が作成した「若旅 in やまぐち 2015」のチラシ② 

（株式会社カシワバラ・コーポレーションは、東コースの３日目に訪問） 

 

「若旅 in やまぐち 2015」における

企業訪問の様子 
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広島経済大学は、中国・四国地方唯一の経済専門大学として、1967 年に創立された。教

育目的として、「ゼロから立ち上げる」興動人の育成を教育目的としている。 

興動人とは、「既成概念にとらわれない斬新な発想と旺盛なチャレンジ精神、そして仲間

と協働して何かを成し遂げることのできる力を備えた人材」のことである。 

今回は、こうした人材を育成するために同大学に設置されている「興動館教育プログラ

ム」において学生が発案した「若旅促進プロジェクト」について、キャリアセンターの友

松課長と黒瀬係長にお話を伺った。 

 

―貴校の「興動館教育プログラム」とは。 

 社会で求められている人間力を培うための

教育プログラムで、約 10 年の実績があります。

学生が自ら社会的意義のあるプロジェクトを

企画し、他団体との交渉や会計などを基本的

に全部行うほか、社会的効果や意義までしっ

かり考えてチャレンジさせることで成長を促

しています。学生だけでは限界がある場合に

は大学が後方支援を行い、失敗したときには

原因や改善策などの指導を行っています。 

 

―学生が発案した「若旅促進プロジェクト」

に対する最初の印象は。 

 産官学連携ということで非常に期待してい

ましたし、地域活性化のほか、学生の成長に

もつながるプロジェクトだと思いました。そ

のため、興動館教育プログラムのスタッフ６

名でしっかりサポートしていこうと思いまし

た。 

 

―「若旅促進プロジェクト」の活動内容は。 

「若旅促進プロジェクト」は、「若旅 in や

まぐち」以外にも、例えば JR 西日本と連携し

たプロジェクトも並行して進んでおり、若旅

プロジェクト内でチーム分担して活動してい

ます。その成果のひとつが、JTB 中国四国に

よる「若旅 in やまぐち」のツアー商品化でし

た。 

 

―「若旅 in やまぐち」の実施による就職状況

への効果や、学生の意識変化を感じることは。 

 2014 年の「若旅 in やまぐち」に参加した

当大学の４年生が８名おりますが、うち７名

がすでに就職先を決定しています。山口県出

身者は６名ですが、うち３名が山口県への U

ターン就職となっています。このうち、１名

は西京銀行への就職、２名は山口県内に拠点

のある企業への就職ですので、山口県内に優

良な企業があるという意識付けにつながって

いると思います。 

このほか、学生の意識面では、大学３年生

の９月に夏休みを利用してツアーに参加する

ことで、就職活動のスタートを切るよいきっ

かけになっていると考えられます。また、他

大学の学生も参加しているため、学生同士の

刺激がありますし、実際に企業訪問等で直に

事実を見ることが貴重な経験になっていると

思います。 

広島経済大学 

所在地  ：広島県広島市安佐南区祇園５−37−１ 

創 立  ：1967 年１月 23 日 

学 部  ：経済学部 

大学院  ：経済学研究科 

ＵＲＬ  ：http://www.hue.ac.jp/ 

（2016 年２月現在）
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 一方、本年度は「若旅 in やまぐち」で訪問

した中小企業から、ツアー参加者ではない当

校の学生に内定が出ました。これは、ツアー

に参加した当校の学生のイメージが企業側に

残ったことで内定に結び付いた可能性がある

と思います。 

 

―大学生への就職支援においてメリットを感

じることは。 

 実際にキャリアセンターのスタッフがツア

ーに参加して企業を見ることで、地場の企業

について知見を深め、具体的な企業を例にと

って学生にアドバイスができるようになりま

した。 

 

―「若旅 in やまぐち」における西京銀行の取

組みに対する評価は。 

 ツアーにおける訪問先の選定などを旅行会

社ではなく、観光地や企業など県内全体を見

渡すことのできる立場の地域金融機関がコー

ディネートしていることが成功のポイントだ

と思います。 

 例えば、訪問する企業について、財務の安

定性だけでなく、経営者の雰囲気など総合的

に判断して選定している点で非常に安心感が

あります。そのため、学生本人だけでなく、

保護者にも評判がよいツアーとなっています。 

 

―「若旅促進プロジェクト」の課題や、今後

より一層期待することは。 

 学生が、企画の実行だけに一生懸命になる

のでなく、地域活性化等の目的を対外的にど

うやって PR していくか、あるいはどのように

集客を行うのかといったレベルまで考えて行

動するようになれば、よりよいプロジェクト

になると思います。 

 また、関東や関西の大学に進学した学生の

参加者を増やすことが課題だと思います。ツ

アー自体は２泊３日で 15,000 円のため低額

ですが、参加するために往復の交通費が嵩む

ことがネックになっていると思います。 

 

―地方創生に向け、銀行に求められる取組み

は。 

 全国各地で地域活性化に向けた協定等が締

結されています。一方で、実効的な効果が出

ていないケースが多い中、県内全体を客観的

に捉え、地域を活性化させるためのプロジェ

クトを、融資等の資金提供を含めてアレンジ

することができる地域金融機関の役割は非常

に大きいと思います。 

 また、地方には人材集めに際して課題を抱

えている企業が多いほか、観光地についても

集客が課題であるなど、いずれも「人を呼び

込みたい」という共通の目的があると思いま

す。こうした状況において、「若旅 in やまぐ

ち」のような取組みを進めることで、交流人

口の増加や就職・定住につながり、地域の活

性化に結び付くと思います。全国各地でも地

域活性化に向けたプロジェクトを地域金融機

関がアレンジする動きが広がれば地方創生に

結び付くのではないでしょうか。 

（2015 年 11 月 24 日） 
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「若旅 in やまぐち」に参加し、訪問先企業へ就職した方々へインタビューを行った。 

 

株式会社カシワバラ・コーポレーション 曽根氏（2015 年入社、第１回目のツアーに参加） 

 

―「若旅 in やまぐち」へ参加したきっかけと

目的は。 

私は大学で、若者の旅離れの抑止などを目

的として、「若旅促進プロジェクト」という、

若者向けのツアーを企画する活動をしていま

した。そのツアーの中で、山口県における企

業訪問と観光地巡りを組み合わせたツアーを

西京銀行と企画したのが参加のきっかけです。 

 

―参加後の印象や意識の変化は。 

ツアーには企業訪問があるため、スーツで

参加しましたが、就職活動を意識してしまい、

なかなか他の参加者とコミュニケーションが

取れませんでした。しかし、企業訪問の間に

観光地を巡ることで、他の参加者とのコミュ

ニケーションを取る回数が増え、親睦を深め

ることができました。 

また、ツアーの後半、企業訪問のときに感

じたことや就職活動に対する考え方などを意

見交換することができたので、充実したツア

ーとなりました。 

このほか、早い段階で就職活動に触れるこ

とができ、就職活動へ意識の切り替えができ

たのでよい経験となりました。当社もこのツ

アーで知り、工場見学等を経て入社意欲が高

まりました。 

 

―「若旅 in やまぐち」に対する評価は。 

地域貢献（地域の情報発信等）と学生の抱

える悩み（就職活動）の解決をうまく組み合

わせているツアーだと思います。 

一方、改善点として、実施する回数を年２

回程度に増やした方がよいと思います。なぜ

なら、この企画の認知度は高いとは言い難く、

後からこのツアーを知る学生が多いからです。 

私が参加したときも、参加後に、「こんなツ

アーがあるなんて知らなかった、参加したか

った」と言う友人がいました。日程調整や収

益面でも難しい所があると思いますが、回数

を増やすことにより、より多くのメリットが

学生・地域・企業にあると思います。 

 

―地方創生において重要と考えるポイントは。 

情報発信です。この若旅プロジェクトも地

方創生を達成するための手段のひとつになり

ますが、それを狭い地方の中だけで周知・認

知しても効果は限定的です。より大きな効果

を得るためには広い範囲に向けて情報を発信

する必要があると思います。 

まず、地域を知ってもらう事で目を向けて

もらい、足を運んでもらうことにより地域活

性化に貢献できると思います。どの地域でも、

その土地のよい物・企業はあるので、それら

を全国へ発信し、知ってもらうことが地方創

生のポイントだと思います。 

  （2015 年 11 月 30 日） 

 

 

 

 

 

「若旅 in やまぐち」就職者インタビュー 
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西京銀行 江村氏（2015 年入行、第１回目のツアーに参加） 

 

―「若旅 in やまぐち」へ参加したきっかけと

目的は。 

 大学院１年生のときに、就職活動を意識し

て参加したのがきっかけです。就職対策の授

業では夏のスタートダッシュが大切だと言わ

れていましたが、具体的に何をすればよいか

わからない状況でした。その時期に就職支援

課でこのツアーを知り、観光地を回ることで

夏休みの思い出になると同時に、企業訪問に

より就職活動も両立できる点に魅力を感じて

参加しました。また、参加費が２泊３日で

15,000円という安価である点も後押しとなり

ました。 

  

―参加後の印象や意識の変化は。 

 出身は山口県ですが、大学時代に九州にい

たことから福岡県で就職しようと考えていま

した。しかし、それまで知らなかった魅力的

な企業を多数見て、山口県で就職することも

選択肢となり、意識が変わりました。 

 また、実際に企業の仕事現場を見ることで、

「働く」ということを具体的にイメージでき

るようになりました。西京銀行に就職したの

は、当時、ツアーコンダクターのような立場

で熱意を持って仕事に取り組んでいた西京銀

行の赤井さんの姿を見たのがきっかけです。 

 このほか、訪問先の企業の人事の方から食

事会などでアドバイスをもらうこともあり、

自分の職種の適性などを客観的に捉えること

ができました。 

 

―「若旅 in やまぐち」に対する評価は。 

県内有力企業の役員クラスの方から、自社

の強みや考え方について熱意を持って説明し

てもらえるほか、企業の方々との食事会も行

われます。そこでは、業務内容だけでなく、

直に社内の雰囲気を感じることができるため、

実際に入社したときのギャップは生まれにく

くなると思います。 

 また、山口県は人口減少や高齢化が進んで

いますが、訪問先企業の方々がその問題を踏

まえつつ成長戦略を描いていることを知り、

安心感にもつながると思います。 

ただし、ひとつ改善点を挙げるとすると、

日頃触れることができない BtoB の企業を見

ることができる点が大きな魅力である反面、

募集人材は技術職が多いため、就職だけの観

点で見ると企業と文系学生とのミスマッチが

あると思います。 

 

―地方創生において重要と考えるポイントは。 

 特に山口県の場合は２次産業に強みがある

ので、そういった企業が元気になることで雇

用が増えてお金の循環もよくなり、地方創生

に結び付いてくると思います。 

 そのほか、観光業の活性化も必要だと思い

ます。2015 年の NHK 大河ドラマは山口県を舞

台にした「花燃ゆ」でしたが、観光客の増加

は PR の上手さにも左右されると感じました。

明治維新から150周年となる2018年はイベン

トも増えると思うので、効果的に宣伝を行っ

て盛り上がることを期待しています。 

（2015 年 11 月 24 日） 

 

 

 

 

 

 




